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技術力の維持向上に係る社員教育策の
充実・強化に向けた取組みについて

2019年 6月 5日

関西電力株式会社



実施状況 1

> 2017年度の育成に関する職場意見交換会での意見
・技術力伝承(よノウ八ウの文書化だけでは解決が困難、ベテラン層による現場でのO」 T指導が必要、若年層の早期育成が必要など

の意見を踏まえ、2018年度原子力人材育成方針にて計画を策定

> 2017年度安全文化評価結果
・プラント長期停止のため( ことや、ベテラン層力緋違筵退耳哉する日寺〕期を迎えていることを踏まえ、

2018年度の重点施策として、 に取組む

> 201
フント長期 止 貝 」

> 2018年度の原子力安全推進委員会に実施状況報告し、各部門での取組みを踏まえた助言を求めた
委員会の意見を踏まえ、他部門の取組みを参考にしつつ、今後の活動を進めること (現在、他部門から情報収集を行つている)

各委員会での策 見等を踏まえ、各ラインにヒアリングを実施した結果、以下の課題肘由出された。

学 以降に対応】犬況を説明
既存の育成の仕組みを活かして、いかに効果的、効率的に育成策を

推進するか。
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現状分析と課題 2

ペテカ握勃娼 副則脇 時対た週児てしる立召踏誠 、201フ:判凱のi葡成に関ヴ副削易意貝康蔀竪誠】よびⅢ難全文イ廊詔面

ぼ斑琉整濯坐眈 。具体的な鶉諷似 下嘲 。栄として

口説 てヽ、 2018勾日妻弘却ら雪茎全づ筵化垂卦導繭伍

現状の取り組み 課題

・社内標準に育成方法を規定
ルー)レ化・仕組み γO」T、 集合研修、自己啓発などの育成計画を

成し、育成状況を把握

・育成の仕組みはあるが浸透と、動機付けが一様ではなく、育
成1犬況にばらつきがある。

・運転中プラントでの実機経験が不足しているライン※もあり、
継続的に取組む必要がある。

・―菩Fのラインでは、ベテラン層の大量退職に備えてノウ八ウの

文書化が必要となる。
・新規制基準等新たな文書化の充実が必要となるラインがあ

る。
・イ固別機器の『コツ』などは文書化力Ч的いケースがある。

・形 にの中でもi電成     、育河浮萎コ岬晴経識
と部里流剣蛯慶馬 χ 功 場 。

・一音Fのラインでは、1旨導する技術はあるが、育成意識や孝旨

導スキルが不十分なため、効果的な育成が難しい。

・―菩Fのラインでは、職能、学歴によっては『イ可を1憂先して教え
るか』の絞込みができておらず、円滑な矢日識・スキルの積み上
酬こ支障がある。

・育成目標が定‖生的なため、目標の共有力判的いラインもある。

作中
実習・訓練

研修  ・ 計画的に研修を割り当て

教育資料

.        認

孝旨名 (ペアリング)       
中

・ 職場内教育のタイムリーな実施

:審齋g訂育留訪f    中育成管理

方

法

OJT

鯉

※ ライン:同じ職務ごとに事業本部と発電所の関係所属をまとめた俗称



今後の対応方針① (案 )
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◎

◎

◎

◎

・育成の推進力として、キーマンを置くなど
し、事業本部との連携とサポートにより、

仕組みの浸透と動機づけを図る。

81新規 |◆

継続 9◆

得できた。

・現場実態に応した取り組みを継続実施する。
・ベテラン層を活用し、文書化をライン全体
で、ノヽックアップし、推進す

継続 9 ヘ→

業矛力隻クタt亡の中でも育成を進めるため、

育成責任の再認識と管理の充実が

必要。

育成の仕組みはあるが浸透と、動機

付けが一様ではなく、育成状況に1お
つきがある。

○運転中プラントでの実機経験が不足
している。

ベテラン層の大量退職に備えてノウ八

ウの文書化が必要である。

新規制基準等新たな文書化の充実
さ逃要である。

各ラインヘのヒアリングを踏まえた施策案

各ライン

役割分担

原企

抽出された課題

オ基 蓼ri甚 ※Oは仕組舜Q      主体
翠
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今後の対応方針② (案 )
4

◎

◎

◎

・ベテラン層を活用 し、O]Tに よつて

『コツ』の伝承を推進する。

継続 8ゆ

・O」T指導者研修を実施する。

【2018年度 実績】
2019年 2/18′ 191こ 3サイトで実施。

「有益であつた」との

意見が多数あり効果あり。

新規 7 ヘ

◆

・各ラインで習得すべき知識・スキルの精

査・絞込みを行い、優先事項を明確化 し、

目標を共有する。
・要員スキヅレレベルの明確化と目標の明確

化・共有を行う。

充実 65 ヘ

吟

O枢賜明鶴器の『コ以駐兇泡麒嵯勁七が期もい。

指導する技術はあるが、育成意識や指

導スキルが不十分なため、効果的な育

成力判的い。

職能、学歴によつては『何を優先
して教えるか』の絞込みができて

おらず、円滑な知識・スキルの積
み上げに支障がある。

育成目標が定性的なため、目標の共

有力Ⅶ :しい。

各グループヘのヒアリングを踏まえた施策素抽出された課題 役割分担

各ライン原企

※○は仕組みの構築、◎は実施主体

Ⅲ氣 争ィ彎 弊 輸 競 聰 解 苗

「

麟 殖 Ⅲ
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スキルレベ)レ指標による育成状況把握と目標設定 5

適正な要員配置

指標を元に育成目標を設定AC
指標による育成状況把握

育成目標に合わせた育成計画を策定

育成結果の評価
育成計画に基づき育成を実施

D

今
_各 ラインに適応した日標設定

‐
効果的口効率的な育成

育成状況の

見える化

太枠は充実する施策

育成の状況

イラ」

○○発電所 ○○課 技術スキルレベル別い経験年数別人員分布

育成目標人数

(目安として設定 )

10年後

人
数 吟

10年後

必
要
レ
ベ
ル

未
満

ベテラン層以外 中
必
要
レ
ベ
ル

以
上 ベテラン層以外

10年後にも

必要レ剌 レを

持つた要員が

確保できる 今後育成する必要あり
※現時点では、レベルに達していないが、

10年後には、必要レWレに達する必要がある層}
れ 堀 、、 臨 _

低圧モータ   低圧モータ(10年後)   高圧モータ   高圧モータ(10年後 )

。各職能ラインにて、各発電所に必要な育成目標人

数を目安として設定し、育成を実施する。
・育成目標は、発電所の設備数、業務分担等に応じ

て、各発電所の実態に合わせて設定する。
・定期的 (年度毎)にデータを抽出し、育成】犬況に

応じて都度、育成計画を設定する。

田
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習得すべき知識・スキルの精査・絞込みによる優先事項の明確化イメージ 6

目

的

ス
キ
リレ
絞
り
込
み
の
伊1

同
圧
モ

|

タ

知識・スキル項目の精査・絞込みにより、習得すべき技術を明確化し、効率的に引き上t%。 (優先順位付け)

RCPモータ軸受 基礎編 1甫機

基礎編 主機絶縁診断

モータ保護方式   基礎編

教育資料知識ロスキル項目レベル

B

基礎編 補機

基礎編 1甫機

|センターリング

軸受けの分類

|カップリング構造

モータ選定指針 1基礎編 補機

基礎編 補機

全ての項目を習得目標と定義 (例ではB)しており、習得すべき優先事

項が明確でない。

現状の習得目標の中には、習得すべき技術の他に習得が望ましい高
度なものを含めて、多数の項目があり、精査が必要。

モ ー

センターリング 基礎編 補機
優 先

育成期間短縮

習得目標

知識・スキル項目の精査・絞り込みにより

優先順位付けを行う

A
ISI検査 基礎編 ネ甫機

ル   知 ロスキ′ 教育資料

iモータ 式 補機

カップリング構造   基礎編 補機

習得数

比較的高度な

育成が望ましい

スキ)レ

習得すべきスキル

育成期間
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OJT指 導者研修 (概要 )
フ

目
的 指導スキ)レの向上により、効果的な育成方法を習得する。

<実施概要>
各発電所にて、2時間程度の講義 +ディスカッション形式。

あたり、30名程度受講可能。
講師 :茨木研修センター 越石主席講師

1

① り吊属意識と存在価値を高めるコミュニケーションの実践
・関西電力に所属していることを意識させる
。相手を認め、本人の存在価値を引き出す

② 本目手の成長を促すコミュニケーションレベ,レの上tず方
・コミュニケーションレベルと若手の成長レベルの関係
・レベルを上げるための指導ポイント
・問いかけによる自立から自律への成長

③ }旨導方法のノウ八ウについての質疑・応答
・イ可から教えるべきか
。どこから任せたらよいのか

2018年度 「原子力 O」 T指導者研修資

料」より (作成 :茨木研修センター)

プロ

自律

コーチング

営Ξ蓄発

夢・ゴーノ歩

異動・研修・研究

報告・指導

レギュラー

知恵

技能

意志

OJT

機
会
提
供
（経
験
）

テ
ス
ト

作
業

ケ
ー
ス

ティーチング

ビギ‐

鰯人の成長ととパ″ だ口△わを/_―指導を
ιてιB声″ 1?

ロ

<2018年度 受講者の感想 >
・O」 Tの注意点、自分に不足しているところ力坊瀞り有益であった。
・11亡しい中でのO」 T(若手成長のアⅣyス)のヒントを得られた。
・自分力半ガ登、イ動いていく上での意言哉について、どう改善していけばいい力半>回の石汗修で考えることができた。
・庄ければ後輩の成長や自分の成長につな力洛かを学ぶこと力(きた。
・O]Tをする立場としても、』転銀」で統 互嶼嚇妻陣 である設ガ理解できた。叔切良好な意見多数。

The Kansai Electnc POwer Co,Inc



各発電所。各職能IEおける育成体制、育成管理、育成キーマンの役割の明確化 8

目
的

とベテラ功層の活用によつて育成推進を図る。ヽ
ヽ

① 若手出載 (茉斤穴剋己F高者)掛謀義笠ぺ刀ゾ准
~よ
科潔義侑現 いテル層lt~よる「コ剪釧ス        列用脳硼

② 役職者による育成の進捗管理および、指導者と若手のメンタルサポートを含めた育成管理を行う。
③ 役職者の中から育成キーマンを指名し、発電所内の職能全体の育成推進を行う。
④ 事業本部の各ライングループlこ育成キーマンを指名し、連携・サポーHこよる事業本部大の育成推進を行う。

<ラインの良好事例>
事業本部が育成方針を立て推進
⇒ネットワークを仕組みとして展開

O指 導シート(習得評価)により見える化し、成長を実感

④ 育成キーマン

連携!サポート

<ラインの良好事例>
育成の旗振り的な存在がいる職場では、文書化などが仕組み
として廻つている⇒育成キーマンを推進役として指名

<他部門からのアドバイス(原子力安全推進委員会)>
若手指導では、先輩、後輩の一対―だけの関係でなく、若手の

悩みやストレスを聞き取れる第3者を設ける。
⇒役職者がメンタルサポートを実施

指導シート

指導者

ペ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
指
導

若 手

結　　　　　　　　　　　審

ペ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
指
導

③ 育成キーマン

育成管理

役職者

指導者

ペ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
指
導

若 手

「

鐵　　　　　　　　　　　粁

命
）
ペ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
指
導

ツ

ヽ

育成管理

役職者

②

職能全体の育成推進

OJT。職場内教育

発電断 原子力票業本部

O専 門技術・技能者の活用
e中スタツフによる育成のサポート

ベチラン層による『コツ』のイ云承



各ラインの課題に応じた育成の進め方 (イメージ)
9

現状の施策新規の施策

各要員の所属

OJT指導者研修

運転中プラント実機  業務研修

知識ロスキルの精査・絞り込みによる

優先事項の明確化

ノウハウの文書化

専門研修、職場内研修

ベテラン層によるOJT

各ラインが育成目標を設定
育成状況に応じて必要な育成施策を選択・実施

育
成
キ
ー
マ
ン
に
よ
る
推
進

施

策

推
進

年齢構成、スキルレベルを抽出・分析
し、要員の育成状況を見える化

育成キーマンによる
サポート

要員の育成データ

原企G

事業本部各ライン

く他部門からのアドバイス(原子力安全推進委員会)>
・人を育てる文化を醸成するというような大きな観点で、
事業本部が現場を巻き込んで人材育成に取組んでい

くこと。
・それぞれの施策が有機的に連動した形で進められる
よう留意すること。

情報共有

提

供

育成の実績

連携
サポート

充実する施策

The Kansai Elemc POLVer C9.,Inc


